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百
年
書
法
裏 

万
事
資
料
中
　
　
　 

　
～
二
〇
一
八
年
度
第
三
回
収
蔵
資
料
展
開
催
中
～

郷
土
資
料
館
で
は
年
度
と
元
号
を
ま
た
い
で
、
二
〇
一
八
年

度
第
三
回
収
蔵
資
料
展
『「
書
く
」
と
い
う
こ
と
』
を
五
月
一
二

日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
収
蔵
資
料
展
で
は

日
常
の
動
作
で
あ
る
「
書
く
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
様
々
な

収
蔵
資
料
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
前
半
で
は
「
書
く
」
た
め
に
要
る
も
の
は
何
か
と
い

う
視
点
で
、
筆ひ
つ

墨ぼ
く

に
関
わ
る
道
具
や
初
等
用
の
教
科
書
で
あ
っ

た
往お
う

来ら
い

物も
の

な
ど
の
書
籍
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示
室
後
半
で

は
「
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
も
の
」
と
い
う
事
で
、「
記
録

さ
れ
た
資
料
」
と
「
揮き

毫ご
う

さ
れ
た
資
料
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
掛
軸
や
扁へ
ん

額が
く

な
ど
初
公
開
と

な
る
資
料
も
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

昔
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
生
活
の
中
で
墨
を
す
り
、
筆
で
文

字
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
あ
ま
り
日
常
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
展
示
を
通
し
て
、
日
常
の
中
で
筆
墨
を
使
っ
て
い

た
時
代
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、「
書
く
」
と
い
う
動
作
を
振
り

返
っ
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
期
中
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
は
特
別
展
示
「
鈴

木
素そ

白は
く

と
篆て

ん

刻こ
く

」
を
実
施
し
ま
す
。
開
館
一
周
年
を
迎
え
る
鈴

木
信
太
郎
記
念
館
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
、
鈴
木
信
太
郎
（
号
・

素
白
）
が
手
掛
け
た
篆
刻
印
を
展
示
し
て
い
ま
す
。「
書
く
」
と

「
彫
る
」
が
密
接
に
関
係
し
た
篆
刻
の
美
し
さ
と
、
フ
ラ
ン
ス
文

学
者
・
鈴
木
信
太
郎
な
ら
で
は
の
印
面
の
独
自
性
を
ご
紹
介
し

ま
す
。�

（
郷
土　

井
坂
）

特別展示では篆
てん

刻
こく

を紹介しています

石の美しさにも注目してください 「揮毫された資料」では豊島区所縁の人物の書跡を中心に展示しています
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「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
創
出

し
た
の
は
小お

熊ぐ
ま

秀ひ
で

雄お
（
一
九
〇
一

－

一
九
四
〇
）

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
熊
は
北
海
道
に
生
ま

れ
、
文
筆
業
で
成
功
す
る
野
心
を
抱
い
て
上
京

し
、
二
七
歳
か
ら
現
在
の
豊
島
区
内
に
住
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詩
人
と
名
乗
り
、
文
学
や

美
術
の
批
評
も
手
掛
け
た
小
熊
は
、
文
章
で
の

活
動
が
有
名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
芸
術
活
動

全
般
に
関
心
が
高
く
、
自
身
で
も
油
彩
、
水
彩

や
墨
汁
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
相
当
数
制
作
し
て
い

ま
し
た
。
油
彩
や
水
彩
の
作
品
は
幻
想
的
に
色

が
交
じ
り
合
う
心
象
風
景
で
、
夢
見
心
地
な
仕

上
が
り
に
あ
る
の
に
対
し
、
墨
汁
は
現
実
の
街

中
で
見
か
け
た
人
々
や
街
並
み
な
ど
の
主
題
を
、

即
興
で
端
的
に
特
徴

を
引
き
だ
し
、
単
一

の
線
に
よ
る
劇
画
の

よ
う
な
作
風
で
す
。

こ
の
よ
う
な
描
き

分
け
の
中
で
、
表
現

技
法
の
区
別
な
く
描

か
れ
た
の
が
立
教
学

院
の
風
景
で
す
。
小

熊
は
豊
島
区
内
で
も

数
回
転
居
し
ま
し
た

が
、
池
袋
か
ら
西
側
の
長
崎
近
辺
を
選
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
立
教
学
院
の
敷
地
は

当
時
か
ら
地
域
住
民
の
通
り
道
と
し
て
開
放
さ

れ
、
小
熊
も
夕
方
、
家
か
ら
出
て
池
袋
駅
周
辺

の
繁
華
街
に
向
か
う
際
の
通
り
道
と
し
て
い
た

の
で
し
た
。
立
教
学
院
は
一
九
一
〇
年
に
池
袋

の
校
地
購
入
以
来
、
関
東
大
震
災
や
第
二
次
世

界
大
戦
の
被
害
、
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
進
行
で

建
築
物
が
部
分
的
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
小
熊
の
作
品
は
か
つ
て
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
姿
を
伝
え
る
資
料
的
側
面
を
備
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
作
品
が
実
際
ど
の
場
所
を
描
い

て
い
る
の
か
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
写
真
や

《
立
教
学
院
敷
地
平
面
図
》（
一
九
三
七
年
五

月
・
図
１
）
を
も
と
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

図
１
の
赤
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
当
ペ
ー
ジ

の
作
品
に
対
応
し
、
赤
矢
印
は
絵
そ
れ
ぞ
れ
の

小
熊
の
視
線
の
方
向
で
す
。
丸
印
の
数
字
は
建

築
物
の
名
称
で
、
❶
食
堂
（
現
：
第
一
食
堂
）

❷
仮
校
舎
（
現
存
せ
ず
）
❸
校
舎
（
現
：
本
館

／
モ
リ
ス
館
）
❹
礼
拝
堂
（
諸
聖
徒
礼
拝
堂
、

現
：
チ
ャ
ペ
ル
）
❺
正
門
❻
一
号
館
（
校
宅
一

号
館
、
現
：
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
館
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｃ
の
右
上
に
見
え
る
屋
根
に
付
く

四
角
（
煙
突
）
が
二
本
見
え
る
た
め
一
号
館
と

確
定
し
ま
し
た
。
二
つ
の
建
物
を
繋
ぐ
廊
下
と

画
面
右
側
の
建
物
か
ら
伸
び
る
角
ば
っ
た
塔
矢

と
い
う
特
徴
か
ら
Ｂ
の
視
線
の
方
向
が
定
ま
り

ま
す
。
Ａ
は
画
面
両
脇
に
あ
る
木
造
の
建
物
か

ら
、
仮
校
舎
だ
と
判
断
で
き
、
東
側
か
ら
描
か

れ
た
と
分
か
り
ま
す
が
、
更
に
絵
の
中
の
影
の

向
き
に
よ
り
午
前
中
の
風
景
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
立
教
学
院
を
通
る
往
来
の
道
の

り
が
日
々
の
切
り
替
え
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
夕
方
に
池
袋
駅
ま
で
行
っ
て
飲
み
あ
か

し
、
ま
た
朝
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
、
小
熊
の

生
活
を
想
像
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

�

（
美
術　

堀
口
）

【
主
要
参
考
文
献
】　
豊
田
雅
幸
著
『
立
教
の
学
び

舎
―
キ
ャ
ン
パ
ス
と
校
舎
の
移
り
変
わ
り
―
』
立

教
学
院　

二
〇
一
三

　

立
教
展
示
館
の
豊
田
雅
幸
氏
に
は
、資
料
提
供
、

場
所
の
同
定
作
業
に
多
大
な
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

Ａ　�小熊秀雄《立教大学（5）》1930年代　豊島区蔵　紙、墨

Ｂ　��小熊秀雄《夕陽の立教大学》1937年　豊島区蔵　�
キャンバス、油彩

Ｃ　�小熊秀雄《立教大学（1）》1930年代　豊島区蔵　紙、墨

図１　�《立教學院敷地平面圖》立教学院　1937年5月�
出典：『立教学院学報』第4巻第4号　提供：立教学院展示館
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常
設
展
示
室
の
地
層
剥
ぎ
取
り
標
本
は
、（
仮

称
）
芸
術
文
化
資
料
館
建
設
予
定
地
（
豊
島
区

千
早
二
丁
目
）
か
ら
採
取
し
ま
し
た
。
地
層
内

部
に
は
風
に
乗
っ
て
降
下
し
た
火
山
灰
で
あ
る

姶あ
い

良ら

Tn
テ
フ
ラ
の
堆
積
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
鹿
児
島
湾
北
部
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ

が
約
二
万
六
千
年
前
か
ら
二
万
九
千
年
前
の
噴

火
で
噴
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
豊
島
区
の
み

な
ら
ず
、
日
本
列
島
全
域
に
噴
火
時
に
発
生
し

た
火
山
灰
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
層
を
観
察
す
る
際
に
、
年
代
を
考
え
る

う
え
で
の
重
要
な
指
標
と
な
り
ま
す
。

剥
ぎ
取
り
標
本
の
右
隣
に
鹿
児
島
県
志し

布ぶ

志し

市
有
明
町
採
取
の
白
い
石
（
写
真
①
Ａ
）
と
宮

崎
県
都
み
や
こ
の

城じ
ょ
う

市
採
取
の
黄
色
い
砂
（
写
真
①

Ｂ
）
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
は
持
っ
て
み
る
と
表
面

は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
て
動
か
す
た
び
に
ぽ
ろ
ぽ

ろ
と
砂
の
よ
う
な
も
の
が
落
ち
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
表
面
を
良
く
観
察
す
る
と
少
し
明
る
い

色
の
石
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
写
真
②
青
丸
）。
Ｂ
は
黄
色
く
、
指
で
つ
ま
ん

で
擦
っ
て
み
る
と
粒
子
が
か
な
り
細
か
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
二
点
は
、
姶
良
カ
ル
デ

ラ
が
噴
火
し
た
際
に
生
じ
た
入い

戸と

火か
さ

砕い
り

流ゅ
う

に
よ

る
堆
積
物
の
一
部
で
す
。
同

じ
入
戸
火
砕
流
が
由
来
で
す

が
、
姿
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

火
砕
流
と
は
、
高
熱
の
火

山
灰
や
溶
岩
片
、
火
山
ガ
ス

等
の
火
山
噴
出
物
が
混
合
し

て
、
山
肌
に
沿
っ
て
斜
面
を

高
速
で
流
れ
落
ち
る
現
象
で

す
。
火
砕
流
の
温
度
が
数
百

度
に
も
達
す
る
こ
と
か
ら
、

熱ね
つ

雲う
ん

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

火
砕
流
堆
積
物
は
熱
と
圧

力
に
よ
っ
て
溶
結
の
程
度
が

変
化
し
ま
す
。
火
砕
流
が
地

表
に
堆
積
す
る
と
、
地
表
に

近
い
も
の
は
、
新
た
に
上
部

に
堆
積
す
る
火
砕
流
の
圧
力
と
火
砕
流
自
身
の

熱
で
軟
化
し
、
圧
し
延
ば
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
火
砕
流
は
、
熱

は
あ
っ
て
も
圧
力
が
少
な
い
た
め
、
溶
結
が
弱

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
表
に
近
い
火
砕

流
堆
積
物
は
溶
結
が
弱
く
、
下
の
層
に
な
る
に

つ
れ
て
溶
結
が
強
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
は
、
弱
溶
結
の
溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ

灰う
か

岩い
が
んと
呼
ば
れ
ま
す
。

下
部
の
溶
結
凝
灰
岩
層
が
地
表
に
露
出
し
た
部

分
か
ら
採
取
し
ま
し
た
。
展
示
し
て
い
る
Ａ
の

表
面
で
確
認
で
き
る
石
は
、
噴
火
時
に
火
砕
流

よ
り
先
に
噴
出
し
た
大お
お

隅す
み

降こ
う

下か

軽か
る

石い
し

が
火
砕
流

に
飲
み
込
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
溶
結
し
て
火
砕
流

堆
積
物
の
中
に
残
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
志
布
志
市
夏
井
海
岸
で
は
、
溶
結
凝
灰
岩

が
大
隅
降
下
軽
石
層
と
共
に
約
五
〇
メ
ー
ト
ル

程
度
の
崖
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
溶
結
凝
灰
岩

は
加
工
が
し
や
す
く
、
南
九
州
で
は
古
墳
時
代

の
石
棺
や
建
築
用
の
土
台
石
な
ど
の
石
材
と
し

て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
夏
井
海
岸
で

は
石
切
の
痕
跡
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｂ
は
、
地
表
で
採
取
さ
れ
た
た
め
、
非
溶
結

の
細
か
い
粒
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
非
溶
結
の

火
砕
流
堆
積
物
は
色
が
白
い
こ
と
か
ら
シ
ラ
ス

（
白
砂
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
当
館
で
展
示

し
て
い
る
も
の
は
風
化
に
よ
っ
て
主
成
分
の
火

山
ガ
ラ
ス
が
黄
色
く
変
色
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
シ
ラ
ス
は
水
分
や
栄
養
分
を
留
め
る
力
が

乏
し
い
た
め
稲
作
に
は
適
さ
ず
、
サ
ツ
マ
イ
モ

や
大
豆
な
ど
、
や
せ
た
土
地
で
も
育
ち
や
す
い

作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
時
に
発
生
し
た
入
戸

火
砕
流
は
、
鹿
児
島
県
の
み
な
ら
ず
宮
崎
県
や

熊
本
県
の
一
部
に
ま
で
到
達
し
、
広
大
な
シ
ラ

ス
台
地
を
形
成
し
ま
し
た
。
火
砕
流
は
一
部
の

地
域
で
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
層
を
形
成
し
て

お
り
、
周
辺
の
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
大
き
な
火
山
活
動
の
痕
跡
が
、
豊
島

区
の
地
層
に
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
郷
土　

水
吉
）

入い

戸と

火
砕
流
か
ら
　
　
　

　
　
　
生
ま
れ
た
堆
積
物

写真①　��常設展示室の剥ぎ取り標本（左）と火砕流堆積物（右）

Ｂ
/

Ａ

写真②　�姶良カルデラと火砕流堆積物の採取地点

宮崎県都城市山之口町

鹿児島県志布志市有明町

宮崎県都城市山之口町

鹿児島県志布志市有明町

姶良カルデラ

桜島
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『
半は
ん

獣じ
ゅ
う

神し
ん

の
午
後
』（
原
題�LʼA

près-m
idi 

dʼun Faune�

）（
以
下
、『
半
獣
神
』）
は
、
フ

ラ
ン
ス
近
代
の
象
徴
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
、

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
（
一
八
四
二

－

一
八

九
八
）
が
一
八
七
六
年
に
発
表
し
た
代
表
作
で

す
。
信
太
郎
は
、
こ
の
詩
を
「
フ
ラ
ン
ス
詩
歌

の
最
高
水
準
を
示
す
作
品
の
一
つ
」
と
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ル
メ
に
魅
せ
ら
れ
た
信
太
郎（
１
）が
、『
半

獣
神
』
の
翻
訳
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
夏
ご
ろ
か
ら

で
し
た
。
彼
は
、「
あ
ま
り
に
純
粋
な
表
現
」
ゆ

え
に
難
解
な
こ
の
作
品
の
訳
出
の
た
め
に
苦
吟

し
、
友
人
の
菊
池
香
一
郎
宛
て
の
手
紙
に
も
そ

の
苦
労
を
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。
訳
詩
は
、

「
フ
ォ
オ
ヌ
の
午
後　

相エ

グ

ロ

グ

聞
牧
歌
」
と
題
し
て
一

九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
『
明
星
』
一
一
月

号
で
初
め
て
発
表
さ
れ
た
後
、
何
度
も
稿
を
改

め
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ル
メ
の
生
前
に
本
国
で
三
回
発
行
さ
れ

た
単
行
本
の
う
ち
、
一
九
五
部
限
定
の
初
版

（
一
八
七
六
年
）（
図
１
）
は
、
発
行
当
初
か
ら

愛
書
家
の
垂す
い

涎ぜ
ん

の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
信
太

郎
も
こ
の
書
物
に
つ
い
て
、「
こ
の
詩
集
の
美
し

さ
、
寂さ
び

の
あ
る
、
深
さ
の
あ
る
美
し
さ
は
、
比

類
が
な
い
。
高
雅
な
稀
有
な
清
楚
な
完
璧
の
書

物
で
あ
る
。」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

近
代
美
術
の
巨
匠
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
が

手
が
け
た
挿
絵
四
点
の
う
ち
、
美み

濃の

紙
に
別
刷

り
さ
れ
た
一
点
に
は
、
蘆あ
し

の
間
に
座
っ
て
水ナ

波ン

女フ

た
ち
の
様
子
を
覗
う
半
獣
神
の
姿
が
描
か
れ

て
い
ま
す
（
図
２
）。
ま
た
、

蓮
の
葉
が
描
か
れ
た
蔵
書

票
に
は
、
マ
ラ
ル
メ
の
自

筆
で
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー

が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
の
装
丁
へ
の
こ

だ
わ
り
も
相
当
な
も
の
で

し
た
。
タ
イ
ト
ル
が
純
金

押
箔
刷
さ
れ
た
表
紙
に
は
日
本
奉
書
紙
が
、
本

文
に
は
和オ
ラ

蘭ン
ダ

紙
（
一
七
五
部
）
と
和
紙
（
鳥と
り

子の
こ

紙
、
二
〇
部
）
が
用
い
ら
れ
、
黒
と
薔
薇
色
の

絹
の
紐
が
栞し
お
りの
よ
う
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

信
太
郎
が
『
半
獣
神
』
の
初
版
本
と
初
め
て

出
逢
っ
た
の
は
、
パ
リ
留
学
中
（
一
九
二
五
～

二
六
年
）
の
こ
と
で
し
た
。
愛
書
家
の
古
書
店

主
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
一
八
八

二

－

一
九
三
八
）
の
書
斎
に
あ
っ
た
数
多
の
稀き

覯こ
う

本ぼ
ん

の
中
で
も
「
一
層
燦さ
ん

然ぜ
ん

と
光
つ
て
ゐ
た
」

と
い
い
ま
す
。

父
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

急
遽
帰
国
し
た
信
太
郎
。
そ
の
際
別
送
し
た
稀

覯
本
約
千
冊
を
船
火
事
で
失
い
、
一
時
は
軽
い

神
経
衰
弱
に
陥
っ
た
も
の
の
、
火
事
に
対
し
て

万
全
の
備
え
を
施
し
た
書
斎
を
建
設
し
、
改
め

て
注
文
し
た
貴
重
書
が
一
冊
一
冊
と
到
着
す
る

に
つ
れ
、
そ
の
傷
は
癒
え
て
い
っ
た
と
い
い
ま

す
。
な
か
で
も
信
太
郎
に
大
き
な
喜
び
を
与
え

た
の
が
、
こ
の
『
半
獣
神
』
の
初
版
で
し
た
。

シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
助
力
に
よ
っ
て
一
九
三
二（
昭

和
七
）
年
頃
に
こ
の
本
を
入
手
し
た
信
太
郎
は
、

自
ら
が
翻
訳
し
た
日
本
語
版
も
「
そ
れ
に
負
け

な
い
美
本
に
仕
立
て
て
や
ら
う
と
野
心
を
起
し
」

ま
す
。
こ
の
豪
華
翻
訳
本
は
、
翌
一
九
三
三

（
昭
和
八
）年
に
江
川
書
房
か
ら
一
〇
〇
部
限
定

で
出
版
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
装
丁
は
原
典
初

版
に
忠
実
に
倣な
ら

い
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
上
質
の

紙
を
使
用
し
、
挿
絵
も
原
寸
通
り
で
、
自
ら
が

携
わ
っ
た
書
物
の
中
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
日
本
語
版
の『
半
獣
神
』を
、さ
っ

そ
く
シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
贈
っ
た
信
太
郎
。
愛
書

家
は
驚
き
、翌
年
三
月
の
週
刊
新
聞『
コ
メ
デ
ィ

ア
』
に
こ
う
書
き
ま
し
た
。「
東
京
か
ら
本
当
の

ジ
ャ
ポ
ン
紙
に
印
刷
さ
れ
て
、
奇
怪
な
美
麗
極

ま
る
本
が
贈
ら
れ
て
来
た
。
神
秘
的
な
日
本
文

字
の
羅
列
に
先
立
っ
て
、LʼA

PRÈS-M
ID

I�

D
ʼU

N
�FA

V
N

E�

と
印
刷
さ
れ
て
ゐ
る
。
間
違

へ
て
は
い
け
な
い
ぞ
、
そ
れ
は
一
八
七
六
年
ド

レ
ン
ヌ
書
房
刊
行
の
あ
の
有
名
な
初
版
本
そ
つ

く
り
そ
の
ま
ま
だ
…
」。�（
郷
土　

石
井［
里
］）

※�

図
１
・
２
は
、
獨
協
大
学
図
書
館
「
鈴
木
信
太
郎

文
庫
」
所
蔵
の
原
本
の
複
製
資
料
（
鈴
木
信
太
郎

記
念
館
所
蔵
）
よ
り
使
用
。

（
１
）　

信
太
郎
と
マ
ラ
ル
メ
に
関
し
て
、
詳
し
く
は

「
旧
鈴
木
家
住
宅
の
資
料
た
ち�

第
四
回
」（『
か
た

り
べ
』
一
一
八
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

【
参
考
文
献
】　
鈴
木
信
太
郎
「『
半
獣
神
の
午
後
』

研
究
」、『
半
獣
神
の
午
後
其
他
』
要
書
房
、
一
九

四
七
年
／
同
「
愛
書
雑
談
」、「
蔵
書
随
筆
」、「
私

の
本
」、「
エ
デ
ィ
シ
オ
ン
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
ふ

事
」
す
べ
て
『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
第
五
巻
（
大

修
館
書
店
、
一
九
七
三
年
）
に
再
録
／

CH
A

M
PIO

N
,�E.�«�U

ne�belle�édition�japon-
aise�de�

“Lʼaprès-m
idi�dʼun�faune

”�»,�
CO

M
O

E
D

IA
,�

15�m
ars�1934.�

鈴木信太郎記念館の常設展示「信太郎の愛蔵書」コーナーでは展示替えを行い、2019年5月7日（火）より、今回ご紹介した初版本（複製）をはじめ『半獣神の午後』に関する展示を行います。ぜひお越しください。

図２　�マネの描いた半獣神

『半獣神の午後』表紙
図１　�原典初版	 図３　�日本語版

「
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」の
資
料
た
ち
　
第
17
回
　
鈴
木
信
太
郎
の
愛
蔵
書

�

「
半
獣
神
の
午
後
」（
初
版
） 

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
（
作
）、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
（
挿
画
）
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豊
島
区
ゆ
か
り
の
探
偵
小
説
家
江
戸
川
乱
歩

は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
一
九
六
五

（
昭
和
四
〇
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
約
三
〇
年

間
を
池
袋
の
地
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
引
っ
越
し

魔
で
あ
っ
た
彼
の
終つ
い

の
棲す
み

家か

は
、
現
在
も
立
教

大
学
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
文
学
・
マ
ン
ガ
分
野
で
新
た
に
収

集
し
た
江
戸
川
乱
歩
の
草
稿
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
本
資
料
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）

年
六
月
に
桃
源
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
江
戸
川

乱
歩
全
集
一
〇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
あ
と

が
き
」
の
草
稿
で
す
。
こ
の
全
集
に
は
、「
人
間

豹
」「
屋
根
裏
の
散
歩
者
」「
人
で
な
し
の
恋
」

「
恐
ろ
し
き
錯
誤
」「
目
羅
博
士
」「
木
馬
は
廻

る
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
前
最
後
に
出

版
さ
れ
た
全
集
で
、
乱
歩
自
身
に
よ
る
子
細
な

校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
こ
の

全
集
を
乱
歩
作
品
の
底
本
と
す
る
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
。

「
あ
と
が
き
」
草
稿
は
、
す
べ
て
欄
外
左
下
部

に
「
江
戸
川
乱
歩
」
と
印
字
さ
れ
た
原
稿
用
紙

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
原
稿
用
紙
上
部
に
記
載

さ
れ
た
頁
は
一
三
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
三
頁
か
ら
六
頁
ま
で
は
欠
損
し
て
い
ま
す
。

状
態
は
良
く
、
乱
歩
が
推
敲
を
重
ね
た
あ
と
を

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
出
版
さ

れ
た
桃
源
社
版
『
江
戸
川
乱
歩
全
集
一
〇
』
の

「
あ
と
が
き
」
と
比
べ
て
み
る
と
、
草
稿
段
階
か

ら
あ
ま
り
手
を
入
れ
ず
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
全
集
や
、
桃
源
社

版
全
集
を
出
版
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
が
子

細
に
書
か
れ
た
こ
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
は
、
乱

歩
の
「
デ
ー
タ
魔
」
と
し
て
の
一
面
も
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乱
歩
の
残
し
た
資
料
に

『
貼は
り

雑ま
ぜ

年ね
ん

譜ぷ
（
１
）』
と
い
う
、
自
作
の
年
譜
や
自

著
の
関
連
記
事
、
書
簡
類
な
ど
乱
歩
自
身
に
ま

つ
わ
る
も
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
貼
り
こ
ん
だ
全
九

冊
の
大
き
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
見
れ
ば
い
つ
頃
乱
歩
が
な
に
を
し
て
い

た
の
か
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
頃
か
ら
作
成

さ
れ
た
こ
の
資
料
の
情
報
を
も
と
に
、「
あ
と
が

き
」
を
書
い
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

話
を
戻
す
と
、
欠
損
し
て
い
る
三
頁
か
ら
六

頁
の
部
分
で
は
桃
源
社
版
『
乱
歩
全
集
』
の
校

訂
と
、「
人
間
豹
」
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
体
調
を
崩
し
て
い
た
乱
歩
は
新

作
の
執
筆
か
ら
は
離
れ
て
い
た
た
め
時
間
に
も

余
裕
が
あ
り
、
自
ら
校
訂
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
と
書
い
て
い
ま
す
。
戦
中
、
検
閲
に
よ
っ
て

削
除
さ
れ
た
部
分
な
ど
は
、
初
版
本
に
則
り
補

正
し
た
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

七
頁
以
降
で
は
、
収
録
作
品
に
つ
い
て
自
身

で
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
パ
タ
ー

ン
と
し
て
は
作
品
ご
と
に
初
出
誌
、
執
筆
時
の

状
況
と
作
品
の
概
要
が
手
短
に
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
こ
の
巻
は
、
初
期
の
作
品
が
多
く

収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
織
り
交
ぜ
、
探
偵
小
説
作
家
と
し
て
歩

み
始
め
た
こ
ろ
の
自
身
を
回
想
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
記
述
が
目
立
ち
ま
す
。
収
録
作
品
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
恐
ろ
し
き
錯
誤
」
は
、
デ
ビ
ュ
ー

作
の
「
二
銭
銅
貨
」
と
「
一
枚
の
切
符
」
が
当

時
の
『
新
青
年
』
編
集
長
森も
り

下し
た

雨う

村そ
ん

か
ら
高
い

評
価
を
得
た
こ
と
に
気
を
よ
く
し
た
乱
歩
が

「
大
い
に
気
負
っ
て
書
い
た
三
番
目
の
作
品
」
で

し
た
。
し
か
し
、
作
品
の
出
来
は
あ
ま
り
良
く

な
く
、
森
下
か
ら
の
評
価
も
低
か
っ
た
た
め
、
こ

の
作
品
に
よ
っ
て
「
自
分
の
力
に
あ
い
そ
を
つ

か
し
、
一
時
は
、
も
う
小
説
を
書
く
ま
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。『
探
偵
小
説
四
十

年
』
で
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
「
私
の
全
作

家
生
活
を
通
じ
て
、
一
番
乗
気
に
な
っ
て
、
書

き
た
く
て
た
ま
ら
な
く
て
書
い
た
の
は
、
恐
ら

く
こ
の
作
品
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思

う
」
と
述
べ
て
お
り
、
自
信
に
満
ち
た
作
品
が

あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
乱

歩
の
落
胆
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

二
〇
一
九
年
八
月
三
日
（
土
）
か
ら
九
月
一

四
日
（
土
）
に
開
催
す
る
文
学
・
マ
ン
ガ
分
野

の
企
画
展
で
は
、
本
資
料
の
初
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
乱
歩
を
中
心
と
し
て
、
豊
島
区
ゆ

か
り
の
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。「
か

た
り
べ
」
で
も
企
画
展
の
情
報
を
随
時
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

佐
伯
）

（
１
）　

太
平
洋
戦
争
に
伴
い
執
筆
活
動
の
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
乱
歩
は
、
自
伝
と
し
て
こ
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
制
作
に
と
り
か
か
っ
た
。
平
井

太
郎
（
江
戸
川
乱
歩
）「
序
」『
貼
雑
年
譜
』（
復

刻
版
）
東
京
創
元
社
、
二
〇
〇
一
年
。

【
参
考
資
料
】　
『
江
戸
川
乱
歩
全
集
一
〇
』
桃
源

社
、
一
九
六
二
年

『
貼
雑
年
譜
』（
復
刻
版
）
東
京
創
元
社
、
二
〇
〇

一
年

江
戸
川
乱
歩『
江
戸
川
乱
歩
全
集
二
八
巻　

探
偵

小
説
四
十
年（
上
）』光
文
社
文
庫
、二
〇
〇
六
年

図１　��桃源社版『江戸川乱歩全集10』�
「あとがき」草稿　全9枚

新
資
料
紹
介
　
桃
源
社
版 

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
一
〇
』「
あ
と
が
き
」
草
稿



6

編  

集  

後  

記

『
か
た
り
べ
』
一
三
一
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
本
年
度
も
最
終
号
と
な
り
ま

し
た
。

こ
こ
で
一
つ
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

本
誌
一
一
四
号
よ
り
三
年
半
に
渡
り
掲

載
し
て
ま
い
り
ま
し
た「「
旧
鈴
木
家
住
宅
」

の
資
料
た
ち
」
及
び
「「
鈴
木
信
太
郎
記

念
館
」
の
資
料
た
ち
」
は
、
本
号
第
17
回

を
も
ち
ま
し
て
『
か
た
り
べ
』
で
の
連
載

を
終
了
い
た
し
ま
す
。
記
念
館
の
開
館
準

備
期
内
と
開
館
後
を
通
じ
て
、
皆
様
に
は

ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
の
来
館
者
の
中
に
も
「
記

念
館
の
連
載
が
載
っ
て
い
る
号
の
『
か
た

り
べ
』
が
全
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
お
問
い

合
わ
せ
も
こ
れ
ま
で
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

記
念
館
が
無
事
開
館
一
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
、
皆
様
か
ら
の
関
心
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
度
、
新
た
に
記
念
館
の
展
示

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
館
へ
ご
来
館
の
際
に
は
展
示
と
併
せ

て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
編
集　

上
田
）

かたりべ
No.131
・

2019年3月22日
・

豊島区立郷土資料館
・

東京都豊島区西池袋2-37-4
としま産業振興プラザ７階

・
電話�03-3980 -2351
URL:http://www.city.toshima.
lg.jp/bunka/bunka/shiryokan

郷
土
資
料
館
は
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
半
を
迎
え
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
間
の
来
館
者
数
は
、

二
万
八
九
〇
六
名
で
、
休
館
前
の
二
〇
一
四
年

度
に
比
べ
て
約
二
・
四
倍
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
企
画
展
と
収
蔵
資
料
展
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
手

伝
っ
て
集
客
が
伸
び
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
館
で
は
、
展
示
室
入
口
で
任
意
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
翌
年
七
月
の
収
蔵
資
料
展
終
了
ま
で

の
計
一
九
六
枚
の
集
計
を
行
い
ま
し
た
。

◇
当
館
を
知
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
区
や
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、「
広
報
と
し
ま
」
や
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
よ
り
も
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
広
報
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
以
前
に
当
館
を
見

学
し
た
人
が
四
四
％
、
今
回
初
め
て
見
学
し
た

人
が
五
五
％
で
、「
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
」
と
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
来
館
者
の
年
齢
層
を
み
る
と
六
〇
代
、
七
〇

代
が
多
い
一
方
で
、
三
〇
代
～
五
〇
代
と
一
〇

代
の
来
館
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
し
ま
産
業

振
興
プ
ラ
ザ
の
利
用
者
や
、
企
画
展
「
学
び
と

暮
ら
し
」
の
昔
の
暮
ら
し
体
験
展
示
を
目
当
て

に
来
館
し
た
親
子
連
れ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
ま
た
来
館
者
の
住
所
を
み
る
と
、
区
民
が
四

〇
％
弱
、
東
京
二
三
区
全
体
で
は
約
七
〇
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
続
い
て
埼
玉
県
と
東
京
都
内

（
二
三
区
外
）
が
多
い
の
は
、
池
袋
と
い
う
立
地

条
件
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◇
展
示
の
感
想
と
し
て
、
八
五
％
が
好
印
象
・

高
評
価
で
し
た
。「
展
示
室
が
明
る
く
な
っ
た
」

「
き
れ
い
に
な
っ
た
」「
見
や
す
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
が
も
っ
と
も
多
く
、
以
前
の
暗
い
展
示

室
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
豊
島
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
古
代
か
ら
の
豊
島
区
の
変
遷
が
よ
く
わ

か
る
」「
豊
島
区
域
の
移
り
変
わ
り
が
良
く
わ
か

り
ま
し
た
」
な
ど
の
声
も
多
く
、
通
史
展
示
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
豊
島
区
の
歴
史
へ
の
興

味
と
理
解
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
さ
わ
れ
る
展
示
が
良
か
っ
た
」「
楽
し

か
っ
た
」「
な
つ
か
し
い
」「
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
居
心
地
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
企
画
展
「
学
び
と
暮
ら
し
」

で
は
、
小
学
校
三
年
生
の
郷
土
学
習
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
三
〇
年
代
の
暮
ら
し
を
六
畳
の
和

室
で
再
現
展
示
し
ま
し
た
が
、
五
〇
代
以
上
の

来
館
者
に
好
評
で
、
展
示
の
前
で
会
話
が
弾
む

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
資
料
を
使
っ
た
体
験

展
示
は
、
劣
化
や
破
損
な
ど
の
リ
ス
ク
を
伴
い

ま
す
が
、
実
物
が
も
つ
歴
史
の
重
み
と
迫
力
は
、

複
製
で
は
替
え
ら
れ
な
い
価
値
と
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
実
物
資
料
に
触
れ
る
機
会
を
出

来
る
限
り
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
展
示
へ
の
要
望
・
意
見
と
し
て
、
古

地
図
や
昔
の
写
真
を
も
っ
と
展
示
し
て
ほ
し
い
、

映
像
で
豊
島
区
の
歴
史
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
、

解
説
文
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら
い
、

展
示
説
明
員
が
い
る
と
良
い
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
展
示
替
え

の
際
に
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
郷
土　

横
山
）

※�

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
詳
細
は
、
当
館

の
研
究
紀
要
『
生
活
と
文
化
』
第
二
八

号
に
掲
載
し
ま
す
。
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